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日

別輪㎜
ウ

ェ
ス

ト
ミ

ン
ス
タ
ー
信
仰
告
白
の

本
文

研
究

な
ら

び
に

本
文

確
定

に
つ

い
て

序

現
在

私
た

ち
が

用
い

て
い

る
新

教
出

版
社

発

行
『
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ソ
ス
タ
ー
信
仰
基
準
』
の
翻

訳
は
、
一
九
六
四
年
(
信
仰
告
白

)
、

一
九

六

三
年

(
大

教
理

問
答

)
、

一
九

七
八

年
(
小

教

理
・
榊
原
訳
)
に
完
成
し
た
も
の
で
す
。
ち
な

み
に

、
こ

の
小

教
理

は
、

つ
の

ぶ
え

社
発

行
の

小
教

理
問

答
と

は
別

訳
で

す
。

そ
の

後
、

ウ
ェ

ス
ト

ミ
ソ

ス
タ

ー
信

仰
基

準
を

作
成
し
た
ウ
ェ

ス
ト

ミ
ソ

ス
タ

ー
神

学
者

会
議

に
お

け
る

研
究

が
目

覚
ま

し
く

進
展

し
、

新
し

い
翻

訳
の

必
要

性
が

求
め

ら
れ

て
い

ま
す

。
そ

し
て
こ
の
間
、

鈴
木
英
昭
先
生
に
よ
る
翻
訳
(
つ
の
ぶ
え
社
・

一
九
九
七
年
)
、
松
谷
好
明
先
生
に
よ
る
翻
訳

(
一
麦
出
版
社
・
二
〇
〇
二
年
)
が
出
版
さ
れ

ま
し

た
。

そ
し

て
こ

れ
ら

の
翻

訳
に

並
行

す
る

形
で

、
大

会
の

憲
法

第
一

委
員

会
で

は
、

ウ
ェ

ス
ト

ミ
ソ

ス
タ

ー
信

仰
基

準
の

新
し

い
翻

訳
作

業
が

続
け

ら
れ

て
い

ま
す

。
私

自
身

、
大

会
に

つ
じ辻

ゆ
き

幸
ひ

ろ

宏

お
け

る
新

し
い

訳
が

一
日

も
早

く
完

成
す

る
こ

と
を
心
待
ち
に
し
て
い
る
一
人
で
あ
り
ま
す
。

一
本

文
研

究
の

必
要

性

と
こ

ろ
で

、
現

在
、

新
し

い
翻

訳
を

作
成

す

る
に

あ
た

り
、

一
番

注
目

さ
れ

て
い

る
こ

と
は

、

底
本

と
し

て
何

を
用

い
る

か
と

言
う

こ
と

で
す

。

「
底
本
く
ら
い
、
何
を
用
い
て
も
構
わ
な
い
で

は
な

い
か

」
と

思
わ

れ
る

方
も

お
ら

れ
る

か
も

知
れ

ま
せ

ん
。

し
か

し
信

仰
告

白
は

、
一

六
四

七
年

に
完

成
し

た
の

で
あ

り
、

既
に

三
五

〇
年

以
上

の
年

月
を

経
て

い
ま

す
。

そ
の

間
、

繰
り

返
し

新
し

い
版

が
組

ま
れ

、
印

刷
が

な
さ

れ
て

き
ま

し
た

。
新

し
い

版
が

組
ま

れ
る

と
い

う
こ

と
は

、
人

間
に

よ
る

作
業

で
あ

り
、

誤
り

が
混

入
す

る
こ

と
を

意
味

し
て

い
ま

す
。

本
文

で
あ

れ
ば

、
カ

ソ
マ

と
セ

ミ
コ

ロ
ソ

、
コ

ロ
ソ

、
ピ

リ
オ

ド
が

変
更

さ
れ

る
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
ま

た
、

ロ
ー

マ
数

字
の

゜
W
と

.
W
、

1
と

ー
を

間
違

え
た

り
し

ま
す

。
た

と
え

ば
、

改
革

派
訳

大
教

理
問
一
七
五
5
「
詩
一
章
1
4
節
」
は
、
「
詩
五

〇
章

14節
」

の
誤

り
で

す
。

ま
た

当
初

の
印

刷
技

術
は

、
現

在
の

様
に

鮮

明
で

は
な

い
た

め
、
1
と

7
、

2
と

3
な

ど
、

文
字

が
つ

ぶ
れ

、
区

別
が

付
か

ず
、

そ
こ

か
ら

誤
り

が
挿

入
さ

れ
て

い
く

ケ
ー

ス
も

あ
り

ま
す

。

ま
た

人
間

の
作

業
で

あ
り

、
今

ま
で

の
版

に
お

い
て

、
明

ら
か

に
誤

り
だ

と
判

断
出

来
る

箇
所

は
、

削
除

さ
れ

た
り

、
自

ら
の

判
断

で
正

し
い

と
思

う
よ

う
に

変
更

さ
れ

る
こ

と
も

あ
り

ま
す

。

旧
約

・
新

約
聖

書
に
お

け
る

本
文
研

究
は
、

世
界

的
な

規
模
で
研

究
が
な
さ

れ
、
九
九

%
以

上
の

本
文

が
確

定
さ

れ
て

い
る

と
言

わ
れ

て
い

ま
す

。
し

か
し

、
宗

教
改

革
の

時
代

に
作

成
さ

れ
た

ウ
ェ

ス
ト

ミ
ソ

ス
タ

ー
信

仰
基

準
に

つ
い

て
、

こ
の

様
な

本
文

研
究

は
、

今
ま

で
ほ

と
ん

ど
な

さ
れ
て

き
ま

せ
ん
で

し
た
。

そ
の

た
め
、

現
在
私
た
ち
が
用
い
て
い
ま
す
改
革
派
教
会
訳

で
は

、
誤

り
が

混
入

し
て

い
る

英
語

の
版

を
用

い
て
翻
訳
さ
れ
(
正
確
に
は
ど
の
版
が
用
い
ら

れ
た
か

は
記

さ
れ

て
い

な
い

た
め

不
明

)
、

長

年
の

誤
り

が
混

入
さ

れ
た

ま
ま

翻
訳

さ
れ

て
き

ま
し
た

。
ま

た
日

本
語

に
置

き
換

え
る

時
に

も
、

多
く
の

誤
り

が
挿
入

さ
れ
て

い
ま

す
。

そ
う

し
た

中
、

本
文

の
誤

り
の

混
入

に
気

が

〔
-
ー
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第

⑦
付

き
、

本
文

研
究

と
い

う
地

道
な

研
究

を
お

こ

な
っ

た
の

が
、

カ
ラ

ザ
ー

ス
父

子
(
イ

ギ
リ

ス
)

で
す

。
彼

ら
は

、
特

に
信

仰
告

白
の

本
文

研
究

に
お

い
て

、
功

績
を

残
し

て
い

ま
す

。
父

カ
ラ

ザ
ー

ス
は

、
ウ

ェ
ス

ト
ミ

ソ
ス

タ
ー

神
学

者
会

議
中

、
信

仰
告

白
が

七
つ

の
版

に
よ

り
印

刷
さ

れ
、

出
版

さ
れ

た
こ

と
を

特
定

し
、

最
初

の
ク

リ
テ
ィ
カ
ル
・
テ
キ
ス
ト
を
出

版
し

ま
し

た

(
初

版
一

八
八

三
年

、
第

二
版

一
九
一
四
年
)
。

た
だ

残
念

な
こ

と
に

、
私

自
身

、
こ

の
本

に
つ

い
て

、
ま

だ
手

に
し

た
こ

と
が

な
く

、
ど

の
様

な
テ

キ
ス

ト
か

、
知

り
ま

せ
ん

。

そ
し

て
そ

の
立

星
志

を
引

き
継

い
だ

子
カ

ラ
ザ

ー

ス
は

、
さ

ら
に

研
究

を
進

め
、

一
九

四
〇

年
代

ま
で

に
出

版
さ

れ
て

き
た

多
く

の
版

を
収

集
し

、

そ
の

上
で

、
系

統
図

を
書

き
上

げ
、

最
終

版
の

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

・
テ

キ
ス

ト
を

出
版

し
ま

し
た

(
以

後
カ

ラ
ザ

ー
ス

版
と

す
る

)
(
一

九
三

七
、

、
、

弓
出

国
司

国
ω

司
呂

]Zω
弓

団
力

○
OZ司

国
ω

-

ω
H
O
Z
O
呵
ウ
』
]
→
出
-
ロ
Φ
日
σ
Q
①

コ
①

8
0
仁

日

O
{
け
ゴ
Φ
勺
因
国
勺
〉
㍑
→
一
〇
Z
>
2
0
勺
兄
H
　
Z
弓
-

H
2
.
○

○
呵

H
弓

ω
ω

国
く

団
　

Z
い
国
』
,
O
H
Z
Ω

固
∪

]弓
]OZω

-→
o≦

露
oゴ

{°
・

知
bOo昌

口
Φ

ユ
①

○
カ

H
弓

]
○

』
`
い

弓
団

×
吋

○
司

弓
甲

白
○

O
Z
ウ

国
ω

c力
HOZ≦

口
弓

出
司

○
弓

団
ω

→
=国

兄
国

○
宕

。

呂
ふ

50庁
o。

・
8『

)。
こ

れ
は

現
在

、
ω

亘
　

≦
讐

隅
゜

・

カ
Φ
<
{
<
巴
ロ
o
O
書
か
ら
リ
プ
リ
ソ
ト
が
出
版
さ

れ
て
お
り
、
手
に
入
れ
る
こ
と
が
出
来
ま
す
。

こ
れ

ら
カ

ラ
ザ

ー
ス

父
子

の
研

究
は

、
素

晴

ら
し

い
も

の
で

あ
っ

た
に

も
拘

わ
ら

ず
、

殆
ど

関
心
が
持
た
れ
る
事
も
な
く
、
長
い
間
日
の
目

を
見

る
こ

と
は

あ
り

ま
せ

ん
で

し
た

。
し

か
し

、

こ
こ

二
十

年
位

、
よ

う
や

く
彼

ら
の

研
究

が
認

め
ら

れ
る

様
に

な
り

、
現

在
で

は
欧

米
の

多
く

の
教

会
で

、
カ

ラ
ザ

ー
ス

版
を

底
本

と
し

て
採

用
す

る
様

に
な

っ
て

き
ま

し
た

。
そ

し
て

松
谷

訳
も
、
こ
れ
を
底
本
と
し
て
用
い
て
い
ま
す
。

二
信
仰
告
白
作
成
過
程

し
か

し
な

が
ら

現
在

進
め

ら
れ

て
い

ま
す

大

会
憲

法
第

一
委

員
会

に
よ

る
翻

訳
で

は
、

カ
ラ

ザ
ー

ス
版

を
底

本
と

し
て

い
ま

せ
ん

。
い

わ
ゆ

る
バ

ー
ジ

ス
版

と
呼

ば
れ

る
も

の
が

用
い

ら
れ

て
い

ま
す

。
こ

の
こ

と
を

理
解

す
る

た
め

に
は

、

神
学

者
会

議
中

に
出

版
さ

れ
た

信
仰

告
白

に
つ

い
て

、
説

明
す

る
必

要
が

出
て

来
ま

す
。

序ウ
ェ

ス
ト

ミ
ソ

ス
タ

ー
神

学
者

会
議

は
、

英

国
議

会
の

召
集

に
よ

り
、

議
会

の
神

学
的

な
諮

問
機

関
と

し
て

、
一

六
四

三
年

七
月

一
日

に
始

め
ら

れ
ま

し
た

。
当

初
は

三
九

箇
条

の
本

文
改

正
作

業
を

行
っ

て
い

ま
し

た
。

と
こ

ろ
が

同
九

月
に

は
ス

コ
ッ

ト
ラ

ソ
ド

と
の

間
で

「
厳

粛
な

同
盟

と
契

約
」

が
結
ば

れ
、

神
学
者

会
議
は

、

ス
コ

ッ
ト

ラ
ソ

ド
教

会
と

イ
ソ

グ
ラ

ソ
ド

教
会

の
教

理
・

政
治

・
礼

拝
様

式
・

規
律

を
共

通
に

す
る
こ

と
を

目
的

に
行

う
こ

と
と

な
り

ま
し

た
。

こ
こ
で
重
要
な
文
書
(
教
会
政
治
規
程
・
礼
拝

指
針

・
信

仰
告

白
・

大
教

理
・

小
教

理
問

答
)

が
順

次
作

成
さ

れ
て
い

く
こ
と

と
な

り
ま
す

。

①
暫

定
版

(
第

一
版

)

信
仰

告
白

の
作

成
は

、
四

五
年

七
月

七
日

に

討
論
が
開
始
さ
れ
ま
す
。
と
こ
ろ
が
作
成
作
業

が
遅

々
と

し
て

進
ま

な
い

た
め

、
召

集
者

で
あ

る
英

国
議

会
下

院
は

、
四

六
年

九
月

一
七

日
に

信
仰

告
白

の
作

成
を

急
ぐ

よ
う

に
と

の
通

達
を

出
し

、
さ

ら
に

完
成

分
だ

け
の

本
文

を
下

院
に

送
付

す
る

こ
と

を
求
め

ま
し

た
。
そ

の
結
果

、

第
一

章
か

ら
第

一
九

章
ま

で
の

本
文

部
分

の
み

が
下

院
と

上
院

に
届

け
ら

れ
ま

し
た

。
そ

し
て

こ
れ

ら
の

本
文

を
下

院
は

両
院

議
員

用
に

五
百

部
印

刷
す

る
こ

と
を

通
達

し
ま

し
た

。
こ

の
結

果
印

刷
さ

れ
た

の
が
、

第
一
版

で
す

。

②
本
文
の

み
の
完
成

版
(
第

二
版

)

残
り

の
第

二
十

章
か

ら
第

三
三

章
ま

で
が

下

院
に

報
告

さ
れ

た
の

が
同

年
一

二
月

四
日

で
す
。

こ
れ

を
受

け
下

院
は

、
両

院
と

会
議

用
に

、
聖

句
な

し
の

信
仰

告
白

六
百

部
の

印
刷

と
、

証
拠



㈲

号第巻

39

第りわじま

日

別郭㎜

聖
句

の
作

成
を

命
令

し
ま

し
た

。
こ

の
結

果
印

刷
さ

れ
た

の
が

第
二

版
で

あ
り

、
本

文
全

体
が

揃
っ

た
最

初
の

版
で

す
。

③
聖
句
付
き
完
成
版
(
第
三

版
)

神
学

者
会

議
は

、
そ

の
後

証
拠

聖
句

の
作

成

に
取

り
か

か
り

、
翌

四
七

年
四

月
に

は
完

成
し

、

四
月

二
九

日
に

、
聖

句
付

き
信

仰
告

白
が

両
院

に
届

け
ら

れ
ま

し
た

。
そ

れ
を

下
院

は
、

六
百

部
印

刷
す

る
こ

と
を

命
じ

、
完

成
し

た
の

が
第

三
版

で
す

。
こ

の
第

三
版

は
、

○
匡

㊥
巴

げ
゜

・

勺
c窪

8江
o口

゜
・

か
ら

出
版

さ
れ

て
い

る
、

、
→

国
国

<
<
団
ω
弓
]
≦
H
Z
ω
弓
国
力
ω
→
>
Z
O
>
兄

O
ω

〉
.
⇒

○
ユ
σ
Q日

巴
ウ
R°

。
一
日
昔
ぴ
く
→
出
国

》
Q力

ω
国

ζ
-

odい
く
○
ヴ
OH≦

Z国
ω
.、

(Hω
じ
dZ」

-○
。
○
。
Φ
8°

。

-
0
0
-
×

)
に

よ
っ

て
収

め
ら

れ
て

い
る

た
め

、

手
に

入
れ

る
こ

と
が

出
来

ま
す

。

④
ス

コ
ッ

ト
ラ

ソ
ド

議
会

用
(
第

四
版

)

神
学

者
会

議
が

作
成

し
た

聖
句

付
き

信
仰

告

白
は

、
早

速
ス

コ
ッ

ト
ラ

ソ
ド

議
会

に
お

い
て

も
採
択
す
る
た
め
に
、
議
会
用
(
三

百
部

)
が

印
刷
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
(
四
七
年
八

月
)
。

こ
れ

が
第

四
版

で
す

。

⑤
一

般
販

売
用

(
第

五
版

・
第

六
版

)

同
年

=
月

に
は

、
第

四
版

を
用

い
て

、
エ

ジ
ソ

バ
ラ

の
団

く
9
⇒

弓
己

隅
書

店
に
て
、
一
般

販
売

用
に

印
刷

・
出

版
さ

れ
ま

し
た

。
こ

れ
が

一
般
に
販
売
さ
れ
た
最
初
の
印
刷
で
あ
る
第
五

版
で
す
。
さ
ら
に
第
五
版
を
用
い
て
、
同
年
一

二
月
初
め
に
は
ロ
ソ
ド
ソ
因
o
甘
詳
ロ
○
切
8
0
犀

書
店

に
て

印
刷

さ
れ

、
出

版
さ

れ
ま

し
た

の
が

第
六

版
で

す
。

⑥
英

国
議

会
校

訂
版

(
第

七
版

)

四
八

年
六

月
二

十
日

、
英

国
議

会
は

、
聖

句

付
き

信
仰

告
白

(
タ

イ
ト

ル
は

『
キ

リ
ス

ト
教

信
仰

の
箇

条
』

と
変

更
)
を

採
択

し
、

翌
日

印

刷
す

る
こ

と
に

決
定

し
ま

し
た

。
こ

れ
が

第
七

版
で

す
。

こ
の

当
時

英
国

議
会

は
、

神
学

者
会

議
に

批
判

的
に

な
り

、
議

会
に

お
い

て
本

文
と

聖
句

が
厳

密
に

チ
ェ

ッ
ク

さ
れ

て
出

来
た

の
が

第
七

版
で

あ
り

、
本

文
批

評
上

、
重

要
な

版
で

す
。

し
か

し
、

第
三

十
章

・
第

三
一

章
の

全
文

、

第
二

十
章

四
節

・
第

二
四

章
五

・
六

節
の

全
文

、

第
二

三
章

四
節

・
第

二
四

章
四

節
の

一
部

が
削

除
さ

れ
て

い
ま

す
。

⑦
バ

ー
ジ

ス
版

一
方
、
神
学
者
会
議
に
お
い
て
書
記
を
し
て

い
た
バ
ー
ジ
ス
の
手
書
き
本
文
(
第
二
版
の
原

本
と

さ
れ

る
・

聖
句

な
し

)
が

二
十

世
紀

に
な

り
発

見
さ

れ
、

子
バ

ー
ジ

ス
は

一
九

四
六

年
に

、

ウ
ェ

ス
ト

ミ
ソ

ス
タ

ー
信

仰
告

白
「

三
百

年
記

念
版

」
に

お
い

て
、

活
字

に
し

て
出

版
し

ま
し

た
。

こ
れ

が
バ

ー
ジ

ス
版

で
あ

り
、

現
在

翻
訳

作
業

中
の
憲

法
第
一

委
員

会
に
お

い
て
、

と
し
て

用
い
ら

れ
て

い
る
も

の
で
す

。

底
本

三
信
仰
告

白
の
重
要
な

諸
版
と

底
本

以
上

の
様

に
、

諸
版

の
作

成
過

程
を

見
る
時

、

ど
の

版
が

、
底

本
と

し
て

定
め

る
か

の
困

難
さ

を
理

解
し

て
い

た
だ

い
た

で
し

ょ
う

。
消

去
法

を
取

る
と

、
未

完
成

版
で

あ
る

第
一

版
、

第
三

版
か

ら
の

再
版

で
あ

る
第

四
版

・
第

五
版

・
第

六
版

は
、

重
要

性
が

劣
り

ま
す

。
ま

た
第

七
版

は
、

厳
密

な
チ

ェ
ッ

ク
が

な
さ

れ
て
い

る
た

め
、

本
文

批
評

上
参

考
に

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
重

要
な

版
で

あ
る

こ
と

は
確

か
で

す
が

、
多

く
の

箇
所

が
削

除
さ

れ
て

お
り

、
底

本
に

す
る

に
は

ふ
さ

わ
し

く
な

い
版

と
言

え
ま

す
。

後
は
、
信
仰
告
白
本
文
な
ら
び
に
証
拠
聖
句

が
ど

の
時

点
で

確
定

し
た

の
か

と
言

う
こ

と
の

解
釈

に
よ

っ
て

、
大

き
く

捉
え

方
が

変
わ

っ
て

き
ま

す
。

①
証
拠

聖
句

ま
ず

簡
単

に
結

論
付

け
ら

れ
る

の
は

、
証

拠

聖
句

で
す

。
聖

句
は

、
第

三
版

で
確

定
し

て
い

る
と

考
え

ら
れ

、
そ

れ
を

第
七

版
が

チ
ェ

ッ
ク

を
し

、
さ

ら
に

両
者

を
用

い
つ

つ
、

本
文

批
評

を
行

っ
た

カ
ラ
ザ

ー
ス

版
を
用

い
る
こ

と
は

、

ほ
ぼ

受
け

入
れ

ら
れ

る
こ

と
だ

と
考

え
ら

れ
ま

〔
(
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第

⑨
す

。
た

だ
し

カ
ラ

ザ
ー

ス
版

も
、

無
条

件
に

受

け
入

れ
る

の
で

は
な

く
、

確
認

作
業

を
行

っ
た

上
で

、
幾

つ
か

含
ま

れ
て

い
る

誤
り

を
取

り
除

い
た

上
で

、
用

い
る

必
要

が
あ

り
ま

す
。

②
本
文

問
題

と
な

る
の

が
本

文
で

す
。

ま
ず

、
会

議

に
お

い
て

ど
の

時
点

で
本

文
が

確
定

し
た

の
か

と
い

う
歴

史
的

な
検

証
が

な
さ

れ
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。

第
一

に
考

え
る

こ
と

が
出

来
る

の
は

、
最

初

に
本

文
の

み
が

議
会

に
提

出
さ

れ
た
時
点
で
、

確
定

し
て

い
た

と
考

え
る

こ
と

で
す

。
こ

の
場

合
、
よ
り
古
い
版
で
あ
る
第
二
版
が
よ
り
重
要

な
テ

キ
ス

ト
と

な
り

ま
す

。
さ

ら
に

言
う

な
ら

ば
、

こ
の

第
二

版
の

元
原

稿
と

な
り

ま
し

た
バ

ー

ジ
ス

の
手

書
き

本
文

は
、

重
要

な
資

料
と

な
り

ま
す

。
そ

の
た

め
、

現
在

翻
訳

作
業

中
の

改
革

派
訳

に
お

い
て

は
、

こ
の

バ
ー

ジ
ス

版
を

用
い

て
い

ま
す

。
そ

し
て

憲
法

第
一

委
員

会
の

委
員

の
一

人
で

あ
ら

れ
る

村
川

満
長

老
(
神

港
教

会
)

は
、

松
谷

訳
の

書
評

に
お

い
て

、
バ

ー
ジ

ス
版

を
用

い
る

こ
と

に
つ

い
て

次
の

様
に

指
摘

し
て

お
ら

れ
ま

す
。

「
カ

ラ
ザ

ー
ズ

に
は

ク
リ

テ
ィ

カ
ル

・
テ

キ
ス

ト
出

版
後

に
発

見
さ

れ
た

、
会

議
が
議
会
に
提
出
し
た
「
信
仰
告
白
」
の
原
本

に
も

と
つ

く
版

が
あ

る
。

わ
た

し
は

「
信

仰
告

白
」

の
本

文
の

テ
キ

ス
ト

と
し

て
は

、
こ

の
方

が
い

い
と

思
っ

て
い

る
が

、
こ

の
問

題
は

今
後

の
研

究
課

題
と

考
え

る
」

(
『

い
ち

ば
く

』
8

号
)
。
し
か
し
私
自
身
、
第
二
版
と
バ
ー
ジ
ス

版
を

比
較

し
て

み
ま

し
た

が
、

多
く

の
相

違
が

あ
り

、
バ

ー
ジ

ス
書

記
の

手
書

き
原

稿
と

、
バ

ー

ジ
ス

版
、

第
二

版
の

相
違

を
チ

ェ
ッ

ク
す

る
必

要
が

あ
る

と
思

い
ま

す
。

神
学

者
会

議
は

さ
ら

に
、

証
拠

聖
句

を
作

成

す
る

た
め

に
、

第
二

版
の

印
刷

さ
れ

た
テ

キ
ス

ト
を

用
い

て
、

そ
の

…
横

に
聖

句
を

書
き

込
ん

で

い
く

こ
と

に
お

い
て

作
業

を
行

い
ま

し
た

。
神

学
者

会
議

が
、

神
学

的
な

対
立

が
存

在
す

る
中

、

時
間

を
か

け
て

慎
重

に
審

議
し

た
こ

と
を

考
え

れ
ば

、
証

拠
聖

句
を

付
加

す
る

時
点

で
、

第
二

版
の

誤
り

が
指

摘
さ

れ
、

訂
正

・
修

正
を

加
え

、

証
拠

聖
句

付
き

の
第

三
版

が
印

刷
さ

れ
た

と
言

う
こ

と
も

十
分

考
え

ら
れ

ま
す

。
カ

ラ
ザ

ー
ス

版
を

底
本

に
用

い
る

の
は

、
こ

れ
ら

の
経

過
を

鑑
み
、
第
三
版
に
よ
っ
て
本
文
確
定
が
さ
れ
、

そ
こ

か
ら

本
文

確
定

さ
れ

た
の

が
カ

ラ
ザ

ー
ス

版
だ

か
ら

で
す

。
私

と
し

て
も

、
カ

ラ
ザ

ー
ス

版
を

底
本

に
用

い
、

第
三

版
・

バ
ー

ジ
ス

版
・

第
二
版
・
第
七
版
な
ど
を
参
考
に
し
て
、
翻
訳

が
な

さ
れ

る
べ

き
だ

と
思

い
ま

す
。

四
大
教

理
問

答
・

小
教

理
問

答

大
教

理
問

答
・

小
教
理

問
答
に

関
し

て
は
、

神
学

者
会

議
中

に
出

版
さ

れ
た

の
は

、
そ

れ
ぞ

れ
聖
句
な
し
版
、
聖
句
付
き
の
版
(
一
六
四
八

年
版

)
が

一
つ

ず
つ

し
か

な
く

、
現

状
で

は
、

聖
句

付
き

一
六

四
八

年
版

を
底

本
と

し
て

、
聖

句
な

し
版

や
一

六
五

八
年

版
な

ど
を

参
照

し
て

、

翻
訳

を
行

う
こ

と
が

最
も

よ
い

手
段

と
考

え
ら

れ
て
い
ま
す
。

(
岐

阜
加

納
教

会
協

力
教

師

大
垣

伝
道
所

担
当

)

」馳
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ウ
ェ

ス
ト

ミ
ン

ス
タ

ー
信

仰
基

準
に

お
け
る
証
拠
聖
句

つ
じ辻

ゆ
き

ひ
ろ

幸
宏

今
回

は
、

私
た

ち
が

改
革

派
訳

を
用

い
る

に

あ
た

っ
て

、
誤

り
の

あ
る

証
拠

聖
句

を
確

認
し

、

列
挙
す
る
こ
と
に
し
ま
す
(
別
表

)
。

誤
っ

た

ま
ま

で
は

、
教

会
に

お
い

て
、

ウ
ェ

ス
ト

ミ
ソ

ス
タ

ー
信

仰
基

準
を

安
心

し
て

用
い

る
こ

と
が

出
来

な
い

か
ら

で
す

。
な

お
、

こ
れ

ら
の

リ
ス

ト
を

作
成

す
る

に
あ

た
り

、
信

仰
告

白
に

関
し

て
は
、
底
本
と
し
て
カ
ラ
ザ
ー
ス
版
(
前
号
参

照
の

こ
と

)
を

用
い

、
松

谷
訳

を
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。
ま

た
大

教
理

・
小

教
理

に
関

し
て

は
、

底
本

と
し

て
神

学
者

会
議

が
開

催
中

に
証

拠
聖

句
付

き
で

印
刷

さ
れ

た
最

初
の

版
(
一
六
四
八
年
版
)
を
用
い
、
松

谷
訳

を
参

考
に

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

し
た

。

し
か

し
こ

の
リ

ス
ト

に
も

誤
り

は
混

入
し

て

い
る

だ
ろ

う
し

、
ま

た
さ

ら
な

る
検

証
が

な
さ

れ
て

い
く

必
要

が
あ

り
ま

す
。

従
っ

て
こ

の
リ

ス
ト

を
も

と
に

、
議

論
の

対
象

と
し

て
下

さ
れ

ば
と

思
い

ま
す

。
(
本

文
の

翻
訳

に
関
し
て
は
、

憲
法

第
一

委
員

会
に

お
い

て
早

く
翻

訳
作

業
が

な
さ

れ
る

こ
と

を
願

い
つ

つ
、

現
行

訳
・

鈴
木

訳
・
松
谷
訳
な
ど
を
参
照
し
て
下
さ
い
。
)

ま
た

、
今

回
リ

ス
ト

ア
ッ

プ
さ

せ
て

い
た

だ

い
た
他
に
、
原
典
に
は
記
さ
れ
て
い
な
が
ら
、

改
革
派
訳
に
は
表
現
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
、

あ
り

ま
す

。
そ

れ
は

、
原

典
で

は
.司

津
ゴ

～
、

、

と
い

う
表

現
に

よ
っ

て
、

複
数

の
聖

句
を

比
較

さ
せ

て
い

る
こ

と
で

す
。

こ
の

こ
と

に
関

し
て

、

改
革
派
訳
で
は
、
信
仰
告
白
に
お
い
て
全
く
無

視
さ

れ
、

ま
た

大
教

理
で

も
「

～
(
～

)
を

比

較
」

と
あ

り
ま

す
が

比
較

の
対

象
が

記
さ

れ
て

お
ら

ず
不

明
確

な
も

の
と

な
っ

て
い

ま
す

。
た

だ
小

教
理

で
は

、
こ

の
問

題
が

解
消

さ
れ

訳
さ

れ
て

い
ま

す
。

こ
の

件
に

関
し

て
、

今
回

は
ス

ペ
ー

ス
の

関
係

で
、

リ
ス

ト
ア

ッ
プ

す
る

こ
と

は
し

ま
せ

ん
。

た
だ

こ
の

問
題

に
関

し
て

、
村

川
満

長
老

(
神

港
教

会
)
は

、
松

谷
訳

の
書

評

に
お

い
て

、
以

下
の

通
り

記
し

て
お

ら
れ

ま
す

の
で

ご
紹

介
し

ま
す

。

『
次
に
証
拠
聖
句
に
つ
い
て
述
べ
る
。
い
ろ

い
ろ

な
誤

り
が

訂
正

さ
れ

て
い

る
だ

け
で

な
く

、

特
に

顕
著

な
の

は
、

原
典

に
し

ば
し

ば
で

て
く

る
「

目
夢

～
」

と
い

う
表

現
が

こ
れ

ま
で

見

逃
さ

れ
て

き
た

(
シ

ャ
フ

の
テ

キ
ス

ト
も

同
じ

)

の
を

訂
正

し
た

こ
と

で
あ

る
。

開
巻

最
初

の
ペ

ー

ジ
に

「
ロ

ー
マ

一
・
三

二
を

二
・
一

と
比
較

」

と
あ

る
通

り
で

あ
る

。
こ

の
発

見
は

素
晴

ら
し

い
が
、
こ

の
表
記

に
は
疑
問

を
も

つ
。
こ

の

書
日

は
o
o
日

O
胃

Φ
ユ

怠
日

こ
○

日
o
α

司
⌒

庄
℃

8
碧

日
隅

皇
庄

な
ど

の
ニ

ュ
ア

ソ
ス

が
あ

り
、

違
っ

た
も

の
を

対
比

す
る

ニ
ュ

ア
ソ

ス
の

強
い

「
～

を
～

と
比
較

」
で

通
す
の

は
無
理

で
は

な

い
か

。
ま

た
上

の
例

で
は

他
の

聖
句

と
並

べ
て

ロ
ー

マ
一
・

三
二
が
挙

げ
ら
れ
て

、
そ
れ

に
二
・

一
も
同

時
に

参
照
す

る
こ
と

を
求

め
て
い

る
の

で
あ

る
か

ら
、

上
の

表
記

は
少

し
ず

れ
て

く
る

感
じ
が
す
る
。
(
『
い

ち
ば

く
』

第
八

号
(
二
〇

〇
二

年
八

月
発

行
)
』

ま
た

、
改

革
派

教
会

訳
の

証
拠

聖
句

を
私

た

ち
が

用
い

る
た

め
に

は
、

も
う

一
つ

注
意

し
な

け
れ

ば
な

ら
な

い
こ

と
が

あ
り

ま
す

。
そ

れ
は

、

現
在

多
く

の
教

会
で

用
い

ら
れ

て
い

ま
す

新
共

同
訳

聖
書

で
は

、
詩

編
に

お
け

る
表

題
が

節
に

加
え

ら
れ

て
い

る
の

を
始

め
、

多
く

の
箇

所
で
、

節
の
移

動
が

行
わ

れ
て

い
ま

す
。

そ
れ

ら
に
対

処
し
な

け
れ
ば

な
り
ま
せ

ん
。
こ

の
こ

と
に

関
し
て

は
、

新
共

同
訳

聖
書

の
巻

末
付

録
(
四

五
)
～
(
四
六
)
「
旧
約
聖
書
章
・
節
対
照

表
」
を

参
照
下
さ

い
。

(
大

垣
伝
道

所
牧

師
)

(



(13)第39巻第7号

＼Nしレ

ま

じわ

り

2003年7月1日

〈信仰告白〉

第2章一6

第2章一一24

第5章二2

第5章五2

第6章二3

第6章三1

第6章三1

第7章六4

第8章二1

第8章八4

第10章一1

第10章四5

第11章一3

第11章四3

第12章1

第12章2

第16章三1

第19章六5

第21章八1

第21章八1

第22章七1

第27章一3

第28章五2

第32章一4

〈大教理〉

問3・1

問6・2

問7・2

問9・1

問23・1

問25・1

問28・8

問29・1

問32・9

問35・4

問37・1

問38・8

問67・4

問68・3

問68・3

問70・1

問77・9

問85・1

問86・4

問93・1

革派教会訳

申命4

ネヘミ

なし

詩77:1

ロマ3

ロマ5.

1コリ

5

1:2,3

,10,12

10～18

12～19

15:21,22,45,49

ヘブル12:22～27

ヨハネ1:14

ヨハネ14:16(III)

IIテサロニケ2:13

IIヨハネ9,11

行伝10:44(III)

テトス3:4～7

ガラテヤ4:4,5

なし

ヨハネ15:4～6

ロマ7:24

出エジプト16:23,26,29,30

ネヘミヤ13:15～22

マルコ7:26

ガラテヤ3:27(III,V口)

行伝10:2,4,21,22,31,45,47

ユダ6:7

IIテモテ3:15,16[第二2を見よ]

1ヨハネ5:17

ヤコブ11:7～9

IIコリント13:14(英訳聖書のまま)

ロマ3:28

ロマ3:10～19

申命28:15～18

マルコ9:43,44,46,48

エペソ2:18

マタイ28:19等

なし

ヘブル9:11～15

1コリント2:10,12

マタイ7:22

ヘブル614～6

ロマ3:22,24,25

IIコリソト7:1

1コリ15:26,55,57

詩16:9

申命5:1～3,31,33

本文批評結果・検討対象事例

申命4:15,16

ナホム1:2,3

列王上22:28,34、イザヤ10:6,7

詩77:1～12

ロマ3:10～19

ロマ5:12,15～19

1コリ15:21,22,49

ヘブル12:22～28

ヨハネ1:1,14

ヨハネ14:26(W,C,M)

IIテサロニケ2:13,14

IIヨハネ9～11

行伝10:43(W,C,M)

テトス3:3～7

なし(W,C,M)

ガラテヤ4:4,5(W,C,M)

ヨハネ15:4,5

ロマ7:24,25

出エジプト16:23,25,26,29,30

ネヘミヤ13:15,16,17,18,19,21,22

マルコ6:26

ガラテヤ3:17(C,M)

行伝10:2,4,22,31,45,47

ユダ6,7

IIテモテ3:15,16,17

1ヨハネ5:7

ヨブ11:7～9

IIコリント13:13(日本語訳聖書)

ロマ3:23

ロマ3:10～20

申命28:15～68

マルコ9:44,46,48

エペソ2:10

マタイ28:19

ガラテヤ4:4

ヘブライ9:11～16

1コリント2:10

マタイ7:28

ヘブル6:4～5

ロマ3:23,24,25

IIコリソト7:2

1コリ15:26,56

詩19:6

申命5:1,21,32,33(コメソト参照)

備考
①

①
①

②
②

①
②

②
①

*
①

①
*

②
*

*
②

①
①

①
①

*
①

①
①

②
①

①
①

②
①

②
②

①
①

③
③

③
②

②
③

②
③

*

(
(



(
(

2003年7月1日

ま じ

わり 第39巻第7号(14)

問97・6

問99二1

問99四2

問104・22

問105・17

問105・18

問105・42

問106・1

問108・6

問109・4

問109・6

問109・9

問109・10

問112・11

問113・2

問113・17

問113・21

問113・28

問117・1

問117・4

問121・3

問126・1

問135・10

問135・10

問135・14

問135・20

問138・7

問139・10

問139・17

問141・1

問145・6

問145・9

問145・13

問149・1

問149・4

問151・8

問151・10

問151・17

問151・22

問151・24

問151・32

問151・35

問153・2

問155・6

問157・1

問157・4

問157・10

テトス2:11～14

なし

マタイ5:21～24

詩119:136

なし

ガラテヤ5:20

詩73:2,3,13～15,22

エゼキエル8:5,6～18

1テモテ5:17,18

列王上11:33,12:33

黙示2:2,4,15,20

出エジプト32:5

出エジプト32:8

詩8:1,3,4,9

詩139:20

ロマ6:1,2

エレ23:34,36,38等

使徒13:45

ネヘミヤ13:15～22

詩92篇

詩92篇(13,14節と比較)

1ペテロ2:17

1テサロニケ4:2

1ペテロ3:3,4

イザヤ38:21

ルカ10:33,34

箴2:16～20

マラキ2:11,12

箴23:30～33

ゼカリヤ7:4,10

列王上21:9～14

IIテモテ4:6

詩52:1～5

ロマ8:8

ロマ3:9～19

ロマ2:17～24

マタイ21:38,39

ヘブル6:4～6

黙示18:12,13

箴6:30～33

アモス4:8～11

箴24:1

箴2:1～5

マタイ4:4,7,10

不ヘミヤ8:3～6,10

申命17:10,20

箴2:1～6

テトス1:11～14

マタイ5:21,22,27,28,36～48(1648,M)

マタイ5:21～25

詩119:15

申命10:6,24(1648:誤記)、申命9:6:24(M)

ガラテヤ5:21

詩73:2,3,14,15,22

エゼキエル8:5～18

1テモテ5:17,16

列王上12:33

黙示2:2,14,15,20

出エジプト32,5,8

記述なし

詩8篇全体

詩139:10

ロマ6:1

エレ23:34,36,38

使徒13:16

ネヘミヤ13:15～19,21,22

詩92篇表題

詩92篇表題を同13,14節と比較

IIペテロ2:17

1テサロニケ4:11

1ペテロ3:4

詩編38:21

ルカ10:33,34,35

箴2:16～21

マタイ2:11,12

箴23:30,33

ゼカリヤ7:4,20

列王上21:9～13

IIテモテ4:36(1648:誤記)、IIテモテ4:16(M)

詩52:1～4

ロマ8:3

ロマ3:9～21

ロマ6:17-25(1648:誤記)、ロマ2:17～25(M)

マタイ22:38,39

ヘブル6:4,5

黙示18:13

箴6:30～35

アモス4:8～12

箴29:1

箴2:1～6

マタイ4:4,7,8

ネヘミヤ8:3～10

申命17:19,20

箴2:1～7

③
②

①

②

②
③

②
②

③
②

①
③

③
①

③
②

①
③

②
①

①

③
①

②
③

②
②

③

②
③

②
②

②

①

②

②

③
②

②
①

②
①

②
③

①
②

②



(15)第39巻第7号 まじ わり 2003年7月1日

問162・1

問164・1

問168・4

問172・2

問172・3

問172・4

問173・1

問175・1

問175・5

問175・7

問175・7

問175・8

問190・6

問192・13

問193・2

問194・2

問194・7

問195・8

問195・9

問195・15

問196・5

〈小教理〉

問1・2

問18・1

問19・3

問27・6

問35・3

問41・1

問48・1

問60・1

問60・2

問60・4

問85・1

問87・5

問106・3

マタイ26:26～28

問162の引用聖句参照

1コリソト11:24

マタイ5:34

詩42:1,2,5,11

イザヤ1:10

1コリント11:27～31

1コリント11:17,30,31

詩1:14

雅5:1～5

伝道5:1～6

詩123:1,2

詩147:19,20

サムエル下15:25,26

ロマ7:20～22,25

ロマ3:9～22

詩51:7～10,12

ガラテヤ2:11～14

歴代下16:7～10

ヘブル13:20,21

歴代上24:10～13

詩73:25～28

ローマ5:12,5:19,5:10～20

ローマ6:23

1コリント15:3～4

ローマ6:4,6:6、8:1

マタイ19:17

詩44:20,21

出エジプト16:25～28

なし

マタイ12:1～31,12:2,12:12

箴言2:1～5

IIコリント7:11

IIコリソト12:7～8

マタイ26:27,28

不要

1コリント11:24～26

マタイ5:3,4

詩43:1,2,5,11

イザヤ50:10

1コリント11:27～34

IIコリント11:17,30,31

詩50:14

雅5:1～6

なし

詩123:1

詩147:14,20

サムエル下15:25

ロマ7:20～22、エレミヤ5:25

ロマ3:9～21

詩11:7,8,9,10,12

ガラテヤ2:11～15

歴代下16:7,8,9,16

ヘフル13:20,23

歴代上29:10～13

詩73:24～28

ローマ5:12,19,3:10～20(次号参照)

ローマ6:29

1コリント15:3(1648)、1コリント15:4(1658,M)

ローマ6:4,6

なし

なし

なし

出エジプト16:25～28

マタイ12:1～13

箴言2:1～6

1コリソト7:11

IIコリント12:1,8

③
①

②
①

③
①

①
③

①
①

②

③?

③
②

①
②

③
③

③
③

①
②

③
②

②
②

②
②

②

②

③
③

備考

①改革派教会訳における誤りの混入した箇所。

②改革派教会訳の底本としたものにすでに誤りが混入していた箇所。

③大教理・小教理において、1648年版の誤植だと思われる。

捧厳密な検証が必要だと考えられる箇所もあるため、記した。
凡例III:第3版、W:第7版、C:カラザース版、M:松谷訳、

1648:1648年版、1658:1658年版詳細は前号参照のこと

大教理931648年版では「申命記5:1,23,32,33」と記されている様に読みとれる。

コメソトしかし「5:23」が「5:2,3」との誤植と取られ、従来の版は「5:1～3」とする。

また改革派訳が「5:31,33」としている部分は、「5:32,33」の誤りと考えられる。

(
(
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日

別⇔㎜

りわじま号第巻

39

第

⑨

ウ
ェ

ス
ト

ミ
ン

ス
タ
ー
小
教
理
問
答
問
一
入
の
証
拠
聖
句
に
関
す
る
一
考

察

つ
じ辻

ゆ
き

幸
ひ
ろ

宏

一
理
解
不
能
な
証
拠
聖
句

ウ
ェ

ス
ト

ミ
ソ

ス
タ

ー
信

仰
基

準
で

は
、

本

文
に

続
い

て
、

証
拠

聖
句

が
付

加
さ

れ
て

お
り

ま
す

。
し

か
し

な
が

ら
、

な
ぜ

こ
の
告
白
に
、

こ
の

聖
句

が
挙

げ
ら

れ
て

い
る

の
か

、
正

直
理

解
で

き
な

い
箇

所
も

多
々

あ
る

の
も

事
実

で
あ

り
ま

す
。

①
聖
書
の
違
い

こ
れ

に
は

い
く

つ
か

の
要

因
を

考
え

る
こ

と

が
出

来
ま

す
。

現
在

私
た

ち
が

用
い

て
い

ま
す

日
本
語
訳
(
新
共
同
訳
・
新
改
訳
・
口
語
訳
な

ど
)
と
、
ウ
ェ
ス
ト
ミ
ソ
ス
タ
ー
信
仰
基
準
が

作
成

さ
れ

た
当

時
用

い
ら

れ
て

い
た

キ
ソ

グ
・

ジ
ェ

ー
ム

ズ
訳

と
の

相
違

を
考

え
な

け
れ

ば
な

り
ま

せ
ん

。
こ

こ
に

は
、

聖
書

の
本

文
研

究
が

進
ん

だ
故

に
、

訳
が

変
わ

っ
て

き
た

部
分

が
あ

る
か

ら
で

す
。

例
え

ば
、

信
仰

告
白

二
章

三
節

、

同
二
一
章
二
節
、
大
教
理
問
九
、
同
一
一
は
、

い
ず

れ
も

第
ニ

コ
リ

ソ
ト

ニ
ニ

章
一

四
節

と
な

っ

て
い

ま
す

。
し

か
し

日
本

語
訳

聖
書

を
開

い
て

み
ま

す
と

、
=
二

章
は

=
二

節
ま

で
し

か
あ

り

ま
せ

ん
。

こ
れ

は
、

本
文

研
究

が
進

ん
だ

結
果

、

一
四

節
に

含
ま

れ
て

い
た

本
文

が
、

現
在

で
は

、

一
三
節
に
含
ま
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
従
っ

て
、

信
仰

告
白

・
大

教
理

に
お

い
て

も
、

一
三

章
一

三
節

に
移

動
さ

せ
て

お
か

な
け

れ
ば

な
ら

な
い
の
で
す
。

②
誤
り
の
混
入

ま
た

第
二

の
原

因
と

し
て

言
う

こ
と

が
出

来

る
こ
と
は
、
信
仰
基
準
が
作
成
さ
れ
て
以
来
、

証
拠

聖
句

の
正

誤
の

検
証

が
、

ま
っ

た
く

さ
れ

て
来

な
か

っ
た

か
ら

で
あ

り
ま

す
。

つ
ま

り
実

際
、

神
学

者
会

議
が

意
図

し
て

い
た

証
拠

聖
句

と
は

異
な
っ

た
箇

所
が
記

さ
れ
て

い
る

た
め
、

理
解

出
来

な
く

な
っ

て
し

ま
っ

て
い

る
の
で

す
。

そ
し

て
、

前
号

に
て
、

そ
の

第
一
歩

と
し
て

、

日
本

基
督

改
革

派
教

会
訳

(
以

下
、

改
革

派
訳

)

に
お

け
る

証
拠

聖
句

の
誤

り
の

一
覧

を
指

摘
さ

せ
て

い
た
だ

き
ま
し
た

。

ニ
ウ

小
教
理

問
一
八
に

お
け
る

誤
り

序今
回

は
、

証
拠

聖
句

の
検

証
作

業
の

過
程

を
、

紹
介

さ
せ

て
い

た
だ

き
ま

す
。

ウ
ェ

ス
ト

ミ
ン

ス
タ

ー
小

教
理

問
答

問
一

八

は
、

改
革

派
訳

で
、

以
下

の
通

り
記

さ
れ

て
い

ま
す
(
以
下
に
示
す
教
理
問
答
は
、
表
記
が
な

い
限

り
、

す
べ

て
新

教
出

版
社

発
行

の
改

革
派

訳
(
榊
原

訳
)
※

を
使

用
し

て
い

ま
す

)
。
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号第巻

39

第りわじま

日

別靭㎜
問
一
八
人
が
堕
落
し
た
状
態
の
罪

性
は

、
ど

の
点
に
あ
り
ま
す
か
。

答
人
が
堕
落
し
た
状
態
の
罪
性
は

、
次

の
点

に
あ

り
ま

す
。

す
な

わ
ち

、
ア

ダ
ム

の
最

初
の

罪
の

罪
責

を
負

う
て

い
る

こ
と

、
原

義
を

失
っ

て
い

る
こ

と
、

人
の

性
質

全
体

の
腐

敗
つ

ま
り

い
わ

ゆ
る

原
罪

が
あ

る
こ

と
、

そ
こ

か
ら

あ
ら

ゆ
る

現
行

罪
が

生
じ

て
い

る
こ

と
で
す
。

ー
ロ

マ
五

章
一

二
、

一
九

節
、
五
章
一

〇
～

二
〇

節
、

エ
ペ

ソ
ニ

立
早

一
～

三
節

、
ヤ

コ
ブ

一
章

一
四

～
一

五
節

、
マ

タ
イ

一
五

章

一
九
節
。

こ
こ

で
、

二
つ

の
証

拠
聖

句
に

注
目

し
な

け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

ロ
ー

マ
五

章
一

二
、

一
九

節
と

ロ
ー

マ
五

章
一

〇
～

二
〇

節
で

す
。

こ
の

二
つ

の
聖

句
は

、
重

複
し

て
お

り
、

理
解

す
る

こ
と

が
困

難
な

箇
所

で
あ

り
ま

す
。

こ
の

こ
と

に
関

し
て

、
私

な
り

の
所

見
を

述
べ

さ
せ

て
い

た
だ
き
ま
す
。

①
ロ
ー
マ
五
章
一
二
、
一
九
節
と

ロ
ー

マ
五

章
一
〇
～
二
〇
節
が
重
複
し
て
い
る
こ
と
に
対

す
る

疑
問

ウ
ェ

ス
ト

ミ
ソ

ス
タ

ー
信

仰
基

準
(
信

仰
告

白
・

大
教

理
問

答
・

小
教

理
問

答
)
で

は
、

上

記
の

他
に

、
聖

句
が

重
複

し
て

証
拠

聖
句

と
し

て
挙

げ
ら

れ
て

い
る

所
は

存
在

し
ま

せ
ん

。
疑

問
に

思
わ

れ
る

箇
所

は
、

い
く

つ
か

存
在

し
ま

す
。

大
教

理
問

答
問

一
二

一
③

と
小

教
理

問

答
問

六
〇

④
で

す
。

大
教
理
問
一
二
一
で
は
、
「
詩
九
二
編
(
一

三
、
一
四
節
と
比
較
)
、
…
…
」
と
記
さ
れ
て

い
ま

す
。

し
か

し
こ

こ
を

、
証

拠
聖

句
が

完
成

し
て

か
ら

最
初

に
印

刷
さ

れ
た

一
六

四
八

年

版
で

・
確

認
し

て
み

ま
す

と
、

.勺
。

。
巴

◆
Φ

N°
葺

」
o

皇
}<o『

°
力

゜
一

ω
』

吟
、

、
と

記
さ

れ
て

お
り

、

「
詩
編
九
二
編
一
節
[
九
二
編
の
表
題
]
を
九
二

編
一

四
、

一
五

節
[
九

二
編

二
二

、
一

四
節

]
と

比
較

」
(
松

谷
訳

)
が

正
し

く
な

り
、

重
複

で

は
あ

り
ま

せ
ん

。
(
松

谷
訳

は
新

共
同

訳
を

採

用
し

、
括

弧
内

に
口

語
訳

・
新

改
訳

の
聖

句
が

表
示

さ
れ

て
い

ま
す

)
。

ま
た

同
様

に
小

教
理

問
六

〇
で

は
、

「
マ

タ

イ
一

二
章

一
～

三
一

節
、

一
二

章
二

節
、

一
二

章
一

二
節

」
と

あ
り

ま
す

が
、

「
マ

タ
イ

一
二

章
一
～
=
二
節
」
(
松
谷
訳
)
が
正
し
い
た
め
、

こ
れ

も
ま

た
重

複
は

し
て

い
ま

せ
ん

(
以

上
、

前
号
提

示
済
)。

従
っ
て
こ
の
小
教
理
問
一
八
の
み
が
、
聖
句

重
複
が
見
ら
れ
る
唯
一
の
箇
所
で
あ
る
と
指
摘

出
来

ま
す

。
さ

ら
に

小
教

理
問

一
八

に
関

し
て

、

一
六
五
八
年
版
の
様
に
、
「
ロ
ー
マ
五
章
一

〇
～
二
〇
節
」
の
み
を
記
し
、
「
ロ
ー
マ
五
章

一
二

、
一

九
節

」
は

削
除

し
て

い
る

例
も

あ
り

ま
す

。
こ

う
し

た
操

作
が

行
わ

れ
た

の
は

、
聖

句
が

重
複

し
て

い
る

た
め

、
印

刷
段

階
に

て
削

除
し

た
と

考
え

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。
そ

し
て

こ
う

し
た

こ
と

は
、

必
然

的
に

起
こ

り
う

る
こ

と
で

あ
っ

た
と
も

言
え

る
で
し

ょ
う
。

②
ロ
ー
マ
五
章
一
〇
～
二
〇
節
の
区
切
り
に

対
す

る
疑

問

と
こ

ろ
で

次
に

疑
問

と
し

て
考

え
ら

れ
る

こ

と
と

し
て

、
「
ロ

ー
マ

五
章
一

〇
～
二

〇
節

」

の
区

切
り

を
挙

げ
る

こ
と

が
出

来
ま

す
。

ロ
ー

マ
書

五
章

で
は

、
一

一
節

と
一

二
節

と
の

間
が

区
切

り
と

考
え

ら
れ

ま
す

。
新

共
同

訳
聖

書
で

は
、

こ
の

間
で

段
落

分
け

を
し

て
お

り
、

表
題

を
付

け
て

い
ま

す
。

ま
た

信
仰

基
準

に
お

い
て

も
、

こ
の

部
分

を
証

拠
聖

句
と

し
て

採
用

し
て

い
る

他
の

箇
所

を
取

り
上

げ
て

み
ま

す
と

左
記

(
(
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第

回

の
通

り
と

な
り

、
一

一
節

と
一

二
節

を
ま

た
い

で
用

い
ら

れ
る

例
は

他
に

は
あ

り
ま
せ
ん
。

※
参

照
:
ロ

ー
マ

五
章

に
お

け
る

証
拠

聖
句

(抜
粋

)

五
章

八
～

一
〇

節
大

教
理

七
一

①
、

信
仰
告
白
=
章

三
①

五
章
一
〇
～
二
〇
節
小
教
理
一

八
①

五
章

一
二

～
二

〇
節

大
教

理
二

二
②

、

信
仰

告
白

七
章

二
③

五
章
一
五
～
一
九
節
信
仰
告
白

六
章

三
①

五
章
一
五
～
二
一
節
大
教
理
二

一
①

以
上

の
こ

と
か

ら
、

小
教

理
問

一
八

に
お

い

て
「

ロ
ー

マ
五

章
一

〇
～

二
〇

節
」

が
証

拠
聖

句
と

し
て

取
り

上
げ

ら
れ

て
い

る
こ

と
は

、
不

自
然

で
あ

る
と

言
え

ま
す

。
従

っ
て

、
ウ

ェ
ス

ト
ミ

ソ
ス

タ
ー

小
教

理
問

答
問

一
八

に
お

い
て

、

「
ロ

ー
マ

五
章

一
〇

～
二

〇
節

」
と
表
記
さ
れ

て
い

る
こ

と
事

態
を

疑
問

に
し

な
け

れ
ば

な
り

ま
せ

ん
。

し
か

し
、

ウ
ェ

ス
ト

ミ
ン

ス
タ

ー
神

学
者

会

議
に
お
い
て
小
教
理
問
答
が
作
成
さ
れ
た
時
点

で
最

初
に

議
会

に
提

出
さ

れ
、

印
刷
さ
れ
た
一

六
四

八
年

版
に

お
い

て
す

で
に

、
「

ロ
ー

マ
五

章
一
二
、
一
九
節
、
ロ
ー
マ
五
章
一
〇
～
二
〇

節
」
と
印
刷
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
神
学
者

会
議
に
お
い
て
印
刷
さ
れ
る
過
程
に
お
い
て
、

す
で

に
誤

植
・

誤
記

が
さ

れ
て

い
た

と
考

え
る

こ
と

が
出

来
ま

す
。

③
大
教
理
か
ら
作
ら
れ
た
小
教
理

次
に

こ
の

問
題

を
考

え
る

時
、

小
教

理
問

答

の
作
成
過
程
か
ら
探
る
こ
と
に
し
ま
し
ょ
う
。

つ
ま

り
矢

内
先

生
が

語
ら

れ
て

お
ら

れ
る

通
り

、

小
教

理
問

答
は

、
大

教
理

問
答

が
作

成
さ

れ
た

後
に

、
大

体
の

部
分

を
大

教
理

問
答

を
簡

潔
に

す
る

こ
と

に
よ

っ
て

、
作

成
さ

れ
ま

し
た

。
そ

の
こ

と
は

、
大

教
理

問
答

と
小

教
理

問
答

を
比

較
す

る
こ

と
に

お
い

て
、

容
易

に
理

解
す

る
こ

と
が

出
来

ま
す

。

例
え

ば
、

大
教

理
問

一
と

小
教

理
問

一
と

を

比
較

し
て

見
る

と
、

以
下

の
通

り
に

な
り

ま
す

。

*
大

教
理

問
一

問
人

間
の

お
も

な
、

あ
る

か
。

答
人

間
の

お
も

な
、

最
高

の
目

的
は

、
何

で

最
高

の
目

的
は

、
神

の

栄
光

を
あ

ら
わ

し
、

永
遠

に
神

を
全

く
喜

ぶ
こ

と
で

あ
る

。

ー
ロ
マ

一
一

章
三

六
節

、
ー

コ
リ

ン
ト

一

〇
章
三

一
節

。

2
詩

七
三
編

二
四
～
二

八
節
、

ヨ
ハ

ネ
一

七
章
二

一
～
二
三

節
。

*
小

教
理

問
一

問
人

の
お
も
な

目
的
は
、

何
で
す
か

。

答
人
の
お

も
な
目

的
は
、
神

の
栄

光
を
あ

ら
ユ

ぐ
ゲ

わ
し

、
永
遠

に
神
を

喜
ぶ

こ
と
で

す
。

1
ー
コ

リ
ソ
ト
一
〇

章
三
一

節
、

ロ
マ
一

一
土

早
一
二

]ハ
節

0

2
詩

七
三
編

二
五
～
二

八
節
。

こ
の

両
者
の

証
拠
聖

句
を

比
べ
て

見
る
と

、

一
目

瞭
然

で
あ

り
ま

す
。

1
は
逆
に
な
っ
て
い

ま
す

が
、

同
一
で
あ

り
ま
す
。

ま
た
2
は
、

小

教
理

で
「

詩
七

三
編

二
五

～
二

八
節

」
と

な
っ

て
い
る
の
は
、
=
ハ
五
八
年
版
以
降
の
誤
植
で

あ
り

、
一
六

四
八
年
版
で

は
「

詩
七
三

編
二

四
～

二
八
節

」
と
な
っ

て
お
り
(
前

号
で

指
摘

済
み
)
、

こ
れ

も
ま
た

同
一
で

あ
り

ま
す
。

従
っ

て
、

大
・

小
教

理
の

問
一

に
お

け
る

証
拠

聖
句
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別翻㎜
の
違
い
は
、
2
で
「
ヨ
ハ
ネ
一
七
章
二
一
～
二

三
節

」
が

、
小

教
理

に
お

い
て

削
ら

れ
て

い
る

の
み

で
あ

り
ま

す
。

同
じ

よ
う

に
し

て
、

大
教

理
問

二
五

と
小

教

理
問

一
八

を
比

べ
て

見
る

こ
と

が
出
来
ま
す
。

*
大
教
理
問
二
五

問
人
間
が
堕
落
し
た
そ
の
状
態
の
罪
性
は
、

ど
の
点
に
あ
る
か
。

答
人

間
が

堕
落

し
た

そ
の

状
態

の
罪

性
と

は
、

ア
ダ

ム
の

最
初

の
罪

の
と

が
と

、
彼

が
創

造
さ

れ
た

そ
の

義
を

失
っ

て
い

る
こ

と
と

、
そ

れ
に

よ
っ

て
彼

が
、

霊
的

に
善

で
あ

る
す

べ
て

の
も

の
に

、
全

く
嫌

気
が

さ
し

、
不

能
と

な
り

、
逆

ら
う

も
の

と
な

り
、

す
べ

て
の

悪
に

全
く

、
そ

れ
も

絶
え

ず
、

傾
い

て
い

る
本

性
の

腐
敗

で
あ

か
。

こ
れ

は
普

通
に

原
罪

と
呼

ば
れ

、
す

べ
て

の
現

実
の

違
反

が
そ

れ
か

ら
生

ず
る

の
で

あ
る

。

ー
ロ
マ
五
章
一
二
、
一
九
節
。

2
ロ

マ
三

章
一

〇
～

一
九

節
、

エ
フ

ェ
ソ

ニ
章
一
～
三
節
、
ロ
マ
五
章
六
節

、
八

章
七

、

八
節
、
創
世
六
章
五
節
。

3
ヤ

コ
ブ

一
章

一
四

、
一

五
節

、
マ

タ
イ

一
五

章
一

九
節

。

※
(
二

)
「

ロ
マ

三
章

一
〇

～
一

九
節

」
と

な
っ

て
い

る
の

は
「

ロ
マ

三
章

一
〇

～
二

〇
節

」

(
前

号
指

摘
済

)
の

誤
植

で
す

。

*
小

教
理

問
一

八

間
人

が
堕

落
し

た
状

態
の

罪
性

は
、

ど
の

点

に
あ

り
ま

す
か

。

答
人

が
堕

落
し

た
状

態
の

罪
性

は
、

次
の

点

に
あ

り
ま

す
。

す
な

わ
ち

、
ア

ダ
ム

の
最

初
の

罪
の

罪
責

を
負

う
て

い
る

こ
と

、
原

義
を

失
っ

て
い

る
こ

と
、

人
の

性
質

全
体

の
腐

敗
つ

ま
り

い
わ

ゆ
る

原
罪

が
あ

る
こ

と
、

そ
こ

か
ら

あ
ら

ゆ
る
現
行
罪
が
生
じ
て
い
る
こ
と
で
す
。

ー
ロ
マ
五
章
一
二
、
一
九
節
、
五
章
一

〇
～
二
〇
節
、
エ
フ
ェ
ソ
ニ
章
一
～
三
節
、

ヤ
コ

ブ
一

章
一

四
～

一
五

節
、

マ
タ

イ
一

五

章
一
九
節
。

結
論

こ
の
様
に
両
者
を
比
較
す
る
こ
と
に
よ
り
、

小
教

理
問

答
に

お
け

る
証

拠
聖

句
は

「
ロ

ー
マ

五
章

一
〇

～
二

〇
節

」
は

、
本

来
「

ロ
ー

マ
三

章
一

〇
～

二
〇

節
」

で
あ

る
と

の
推

論
を

立
て

る
こ

と
が

で
き

ま
す

。

そ
し

て
こ

の
原

因
と

し
て

考
え

ら
れ

る
こ

と

は
、

一
六

四
八

年
版

に
お

い
て

「
3
」

と
「

5
」

を
誤
植

し
た
結

果
で

あ
る
と

考
え
ら

れ
ま

す
。

た
だ
小

教
理

問
答

作
成
当

時
か

ら
現
在

ま
で
、

こ
の

誤
り

が
指

摘
さ

れ
る

こ
と

な
く

放
置

さ
れ

て
き

た
の

だ
と

考
え
る

こ
と
が

出
来

ま
す
。

ま
た

こ
の

結
果

、
ウ

ェ
ス

ト
ミ

ソ
ス

タ
ー

信

仰
基

準
の

作
成

に
お
い

て
、

証
拠
聖

句
に
は

、

重
複

し
た

箇
所

は
考

え
ら

れ
な

か
っ

た
こ

と
も

結
論
づ

け
る

こ
と

が
出

来
ま

す
。

(
大

垣
伝

道
所
牧

師
)

※
つ
の

ぶ
え
社
発
行

の
「
ウ

ェ
ス
ト

ミ
ソ

ス

タ
ー

小
教
理

問
答
」

と
は

、
別
訳

で
す
。
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